2007/07/25　柏木茂

LバンドRFガン用　同軸導波管メモ

1. 同軸中心から122mm位置にショート板を設置した場合

（FNAL空胴の周波数測定に使用）
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ポート2の磁場分布



導波管中央カット面での電場分布
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ｓパラメータ
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· １．３GHｚでのS11が最小になるようにショート板の位置を選択（反射最小）

· しかし、PORT2での磁場分布の一様性が悪い。

2. 同軸中心から60mmの位置にショート板を設置した場合

（FNALのカップラーとほぼ同じ形状）
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ポート2の磁場分布



導波管中央カット面での電場分布
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Sパラメータ
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· PORT2での磁場分布の一様性が良い。

· １．３GHｚでのS11が良くない、反射が大きい。

· 空胴との部分でカップリングを調整している可能性が高い。
3． ショート板の位置を変えていったときの、RF透過率が最大となる周波数をプロット

· 1mmショート板の位置を変化させると、約3MHz周波数が変化する。反射（S11）はそれほど敏感ではないので1mmぐらいの精度でショート板の位置を決めれば良いと思われる。
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